
一122一



論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

禁煙にて心 事故発生が低 ドすることが 言われている.本 邦では冠動脈疾患患者の生存率が向 ヒし.二 次 ア

防の必 要な高齢者が増加してきており,今 後はこういった高齢者に対する二次f防 についての検 討が 藁要となっ

てくる.そ こて我 々は陳旧性心筋梗塞患 者において禁煙 ・禁煙期間が心 事故発生におよぼ す影響について.

非高齢 者と高齢者に分け検討した.

【方法1

1986年 から2002年 までに当科で加療 した男性陳旧性心筋梗塞患 者延べ6666例 中,喫 煙 について調査でき

た6062例 を非喫煙群695例,禁 煙群3795例,喫 煙続 行群1572例 に分け,そ れぞれについて非高齢群(65

歳未満).高 齢 群(65歳 以h)に 分けて心 事故発生(非 致死性 ・致死性再梗塞.心 不全死,突 然死)頻 度

を比較検討した.

【結果】

心 事故発生率は非喫煙群で695例 中18例(2.6%;22.2件 〆1000人 ・年),禁 煙群では3795例 中ll2例(3.0%:

252件/1000人 ・年),喫 煙続行群は1572例 中53例(3.4%噸3L8件 〆1000人 ・年)と,有 意差は認めな

いが喫煙続行群で高い傾向にあった.65歳 以上の高齢 群では禁煙群はオッズ比1 .82(95%信 頼限界(CD:

074～4.51),喫 煙続行群はオッズ比395(95%CI:L55～10。08)と 有意差 を持って心 事故発生増加を認めた.

カプランマイヤー曲線による心事故回避曲線では,65歳 以上の高齢 群において禁煙約2年 後から有意差を持っ

で〔♪事故減少が確認 された.多 変量 解析では,65歳 以 上では喫煙続行群(Hazard比2.79:95%CILO7-725

p<0.05)が 心事故を増加 させる有意な独立予後規定因子であった.

【考察】

65歳 以上の高齢 者の禁煙の効果が65歳 未満の非 高齢 者の禁煙の効果よりも大きいという報 告はいくつかあ

るが,非 高齢者 ・高齢 者の禁煙効果が 異なる機序を明確 に記 した報 告はない,喫 煙による動脈硬化の進展に

はタバコによるフリーラジカルに関連 した酸化 ストレスが重要な役割を果たしていると考えられている.こ れらに

よって血管運動性 機能不全 ・凝 固能充 進および線 溶系低 下 ・'F滑 筋増殖 などをきたし,動 脈硬化の促進 につ

ながる.こ れ ら喫煙による悪影響は高齢者においてより顕 著に作用すると考えられる.そ のため禁煙での効 果

がより著明に現れると考えられる.喫 煙によって生じる一酸 化炭素ヘモグロビンは,心 拍数を増 加,不 整脈を

助長するが,禁 煙後 数日以内に体内から減少 し,禁 煙早期 に心拍数の減少,不 整脈を減 少させ 短期間で心 事

故を回避すると考えられる.

【結謝

高齢陳旧性心筋梗 塞患 者が禁煙 することによって,心 事故を有意に減少していた.こ のことから,動 脈硬化

の進行した65才 以 ヒの高齢者であっても禁煙を強く勧める必要性があり。禁煙の効 果が現れるには2年 以 上

の禁煙期間が必要であると考えられた.
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